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この度，「農業水利施設のアセットマネジメントに関する研究」というタイ

トルで日本雨水資源化システム学会賞を頂きました。誠に関係諸兄の皆様には

多大なるご支援・ご援助を頂きありがとうございました。この紙面をお借りし，

御礼申し上げます。  

アセットマネジメントというのは，元々は個人資産（アセット）のマネジメ

ントに関するもので，金 融関係で行われています。その概念を公共資産にも

応用し，末永く，効率よく施設の機能を維持・改善していこうというのがここ

でのアセットマネジメントで す。特に農業水利施設は新規に大規模なものが

構築されることは当分ありませんので，現有資産を長く使うことが課題となっ

ています。  

施設は使っている間に老朽化しますし，豪雨や地震にも遭遇します。また，

社会環境の変化により施 設に対する要求機能も変化します。そのような状況

において，構造的な不備を補いつつ，社会に役立つ機能を補完しながら，しか

も経済性を考えて維持管理計画 をたてることが望まれます。そのためには，

施設の現状を把握して，劣化および災害によるリスクを計算し，修復手法およ

びその時期を適切に設定することが必要です。 また，一つの地域内では，その

ような施設が複数点在しており，どの施設をいつどのように修復するかを地域

全体で検討することが必要です。そのような地域の 施設の管理をアセットマネ

ジメントと称して取組んでいます。  

まず，施設の現状把握のために有効な非破壊検査手法を提案しました。（論文

[1], [3], [7]）手法は弾性波および電磁波を用いるもので，通常の波形を並べる手

法ではなく，周波数解 析から共振周波数を同定して反射面を求める手法を用い

ました。そしてその手法を実際のため池に適応し，電気探査結果などと比較し



てその有効性を検証しまし た。特に電磁波を用いた手法は計測が簡便であるの

で，複数の測線を短時間で計測することが可能であり，堤体内部の 3次元水面

形状を簡便に推定することに成功しました。 

また，ため池の豪雨による決壊リスクを考慮したライフサイクルコストの計算

手法を提案しました。（論文[2]）。平成 16年の台風 23号による淡路島での災

害記録をもとに，ため池データベース，DEM，レーダーアメダスの情報を用い

て決壊確率の予測式を提案しました。そ して，復旧損失と農業生産停止による

損失を考慮して年累積リスクを求め，ため池のライフサイクルコストの算定を

行いました。さらに，複数のため池を対象と したアセットマネジメント手法と

して，最適な各ため池の修復開始時期の算出法を提案し，修復計画は年間予算

に依存したものとなることを示しました。（論文[5]）また，農業水路が災害に

よって破損した場合に，最適な仮設パイプラインのルートを GISと DEMを用い

て計算する手法を提案しました。（論文[4]） 

また，中山間地域の災害の大きな要因となる岩盤斜面の崩壊予測のために，降

雨浸透と気温変化が岩盤の劣化に与える影響を考慮できる解析手法を提案しま

した。（論文[6]）そして，一般には降雨よりも気温変化が劣化の進展に影響を

与えるが，軟岩の場合は降雨の劣化影響も大きいこと，そして弾性係数の変化

が劣化の指標となることから，非破壊検査による監視が重要であることを示し

ました。 

以上のように，農業施設のアセットマネジメントには，現状把握技術，個々の

施設の環境を考慮した災害予測技術，そして施設のライフサイ クルコストの計

算手法の開発が必要です。そして，このような分野の研究は力学のみではなく，

経済，社会に関する知識も必要であり，研究者の独りよがりでは なく，広く社

会に受け入れられることが非常に重要です。今後も広く社会に目を向けた研究

を継続したいと思っております。この度は本当にありがとうございま した。 
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